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哲
學
研
究
　
　
第
豆
十
一
號

「
我
」
よ
り
見
た
る
自
前
教
と
救
濟
教

九
〇

佐
々
　
木
月
樵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
佛
教
は
自
畳
的
宗
敏
で
あ
る
。
既
に
佛
教
の
礁
の
字
が
自
か
ら
表
示
す
る
が
如
く
に
、
佛
敏
は

自
毘
的
裏
面
に
し
て
、
「
肖
壁
」
は
、
我
佛
教
に
於
け
る
唯
一
法
印
で
あ
る
。
我
佛
敏
は
、
當
初
、
外
に
「
憩
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

立
て
、
之
を
崇
拝
し
、
或
は
細
細
之
を
所
願
す
る
所
の
印
度
敏
に
虚
し
て
．
内
に
自
か
ら
求
む
る
の

宗
敏
で
あ
り
し
乙
と
は
、
こ
れ
ま
π
受
血
の
求
遣
及
び
其
成
佛
そ
の
も
の
㌧
明
か
に
謹
明
す
る
通

り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
驚
く
べ
き
乙
と
は
、
か
く
の
如
き
自
畳
本
位
の
佛
敏
が
、
早
く
繹
奪
島
外
に
歴
更
巳
上

の
佛
を
認
め
、
救
濟
本
位
の
澤
土
室
を
そ
の
う
ち
よ
ウ
し
て
産
出
し
た
事
で
あ
る
。
吾
人
は
、
先
づ

以
て
此
々
者
の
矛
盾
を
同
一
佛
敷
と
し
て
如
何
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
か
。
郎
ち
面
争
の
如
く
、

前
者
は
繹
奪
そ
れ
自
身
の
宗
敏
で
あ
う
と
し
、
後
者
は
唯
利
他
増
益
の
方
便
と
し
て
の
み
の
宗
敢
．

と
す
る
か
。
或
は
ま
た
、
爾
者
共
に
同
一
敏
感
の
宗
敏
と
の
み
認
む
る
か
。
更
に
ま
た
こ
の
雨
者

の
矛
盾
は
唯
之
を
法
の
假
實
と
の
み
考
ふ
べ
き
か
。
然
ら
ず
ん
ば
、
そ
の
炭
化
は
佛
滅
後
、
佛
藁
子
、
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若
く
は
民
衆
叉
は
國
民
一
般
の
要
求
に
鷹
じ
π
と
見
る
か
、
即
ち
、
轄
化
か
、
或
は
寮
だ
他
の
激
義
の

老
入
か
。
要
す
る
に
、
學
と
し
て
之
を
登
生
的
に
解
決
せ
ん
と
益
せ
ば
、
吾
人
は
、
是
非
と
も
、
其
設
朋

　
　
　
　
　
弾

を
虚
血
⑭
佛
高
紐
の
読
羽
の
如
く
に
、
0
⇒
敏
椹
的
説
明
か
、
然
ら
ず
ん
ば
、
現
時
一
般
に
行
は
れ
つ
つ

あ
る
所
の
所
謂
偶
歴
吏
的
説
明
か
、
或
は
ま
た
吟
送
話
的
厳
明
の
上
に
求
あ
ね
ば
な
ら
緯
。
然
し

吾
人
は
、
だ
と
ひ
一
往
そ
の
何
れ
に
か
之
が
解
決
を
求
め
得
る
に
竜
せ
よ
、
宗
敏
と
し
て
佛
敏
を
研

究
す
る
に
は
、
唯
か
＼
る
外
的
研
究
の
上
に
の
み
止
ま
っ
て
居
て
は
な
ら
澱
と
思
ム
。
何
と
な
れ

ば
か
㌧
る
問
題
の
根
本
的
解
決
麟
、
必
ず
や
、
今
や
何
人
に
も
よ
う
巳
上
、
よ
ゐ
深
く
繹
奪
そ
の
人
の

「
証
言
あ
上
に
要
求
さ
れ
つ
＼
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
予
は
、
面
輪
に
繹
愈
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
乙
は

軍
に
世
の
所
謂
「
繹
奪
佛
元
詮
あ
如
き
外
的
説
明
に
満
足
す
る
竜
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
自
畳
込
と
救
馬
齢
と
を
と
は
ず
、
如
何
な
る
佛
教
に
存
せ
よ
、
そ
れ
が
佛
敏
と
し
て
臨
へ
ら
れ

つ
＼
あ
る
已
上
は
、
そ
の
起
原
及
び
を
の
幽
明
は
、
常
に
先
づ
之
を
内
的
に
深
く
敏
二
品
奪
の
自
内

謹
即
ち
そ
の
内
的
生
命
の
上
に
求
め
ね
ば
な
ら
膿
。

　
そ
も
く
、
激
圭
羅
奪
成
道
の
自
畳
の
内
容
如
何
と
い
ふ
に
、
大
小
乗
の
経
典
は
何
れ
竜
皆
な
「
不

可
読
難
解
あ
竜
の
と
傳
へ
、
そ
の
自
か
ら
畳
う
給
ひ
し
繹
奪
御
膚
身
に
し
て
樹
ほ
且
つ
口
を
絨
し

て
暫
ら
く
無
言
で
あ
ら
せ
ら
れ
泥
。
さ
れ
ど
、
第
ご
七
日
に
し
て
初
め
て
そ
の
法
門
を
開
堅
し
、
爾

　
　
　
　
我
よ
り
見
た
る
富
難
敏
と
救
濟
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
九
一
．



638

　
　
　
　
哲
學
硯
究
　
　
第
五
十
一
凱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
．

後
御
一
生
の
問
御
下
法
に
寧
日
な
か
っ
π
事
は
串
す
ま
で
菟
な
い
事
と
思
ふ
。
若
し
そ
れ
大
聖

厚
畳
の
内
容
に
し
て
、
文
宇
通
ウ
「
不
可
説
難
解
」
の
竜
の
な
ウ
と
せ
ば
、
繹
奪
五
十
年
の
説
法
は
、
全
然

無
意
義
の
事
で
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
既
に
繹
奪
に
し
て
直
ち
に
入
浬
磐
せ
ず
．
日
々
説
法

之
あ
ゑ
し
巳
上
は
、
そ
こ
に
吾
人
は
そ
れ
ら
の
説
法
の
上
に
是
雰
と
も
何
等
か
の
意
義
を
認
め
ね

ば
な
ら
澱
事
と
遺
る
。
す
る
と
、
だ
と
ひ
、
多
く
の
説
法
の
上
に
は
、
そ
こ
に
眞
下
輩
實
の
あ
ウ
π
る

に
も
せ
よ
、
吾
人
は
何
等
か
の
意
味
に
於
て
、
繹
奪
一
代
の
敏
法
は
、
必
ず
や
理
と
し
て
我
敏
圭
繹
奪

の
自
畳
の
内
容
と
關
尽
し
、
嚢
泥
そ
れ
を
開
全
し
囲
碁
の
と
せ
ね
ば
な
ら
級
。

　
大
桑
敏
典
と
い
は
ず
、
小
乗
敏
典
と
い
は
ず
、
通
じ
て
，
我
大
聖
繹
奪
の
自
畳
の
内
容
に
卒
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
羅
奪
御
自
身
の
語
と
し
て
一
般
に
遵
ふ
・
る
所
の
竜
の
は
．
恐
く
は
「
唯
我
音
画
」
と
、
「
無
師
宮
畳
」
の

御
語
か
と
思
は
る
。
乙
は
、
實
に
今
日
何
人
と
い
へ
ど
も
、
珈
か
も
疑
を
挾
む
事
の
出
來
澱
所
の
繹

奪
が
成
道
の
際
、
自
か
ら
な
し
給
ひ
し
樹
下
自
畳
の
宣
言
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
此
宣
言
で
あ
る
。

そ
の
語
の
極
め
て
軍
な
る
が
企
め
に
、
何
人
に
竜
誤
解
を
生
じ
易
く
、
現
に
世
間
で
は
、
古
酷
い
ろ
い

　
　
　
　

う
と
此
語
を
誤
解
し
、
そ
れ
が
爲
め
に
、
我
佛
敏
の
翼
精
紳
を
失
ぷ
差
ζ
と
も
、
ま
た
少
な
く
な
か
つ

π
様
に
思
は
る
。
今
そ
の
「
自
」
と
か
「
我
」
と
か
い
ふ
語
で
あ
る
。
世
人
の
多
く
は
、
此
「
我
」
と
か
、
「
自
」
と
か

い
ふ
所
の
語
を
き
く
と
、
す
ぐ
と
、
「
我
』
と
は
「
汝
』
を
否
定
し
、
「
薗
」
と
は
「
他
」
を
無
競
し
て
以
て
、
大
垂
樹
下
の
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宣
言
は
、
正
，
し
く
応
訴
猫
存
を
唱
道
し
た
竜
の
と
考
ふ
る
に
至
つ
だ
事
で
あ
る
。
若
し
さ
う
で
あ

っ
露
な
ら
は
我
佛
敏
ぱ
、
或
は
最
竜
鮮
か
に
、
外
に
紳
を
立
す
る
所
の
當
疇
の
印
度
敏
と
は
、
全
然
匿

別
し
得
る
か
な
れ
ど
竜
、
若
し
そ
の
説
に
し
て
翼
な
ら
ば
、
樹
下
の
自
畳
は
ま
控
こ
れ
先
き
に
そ
の

読
に
満
足
せ
ず
し
て
逮
に
そ
の
師
を
見
捨
て
、
菩
提
樹
下
に
端
坐
す
る
に
至
う
し
所
の
「
榊
我
」
若

く
は
そ
の
他
當
時
行
は
れ
り
、
あ
ゑ
し
・
所
の
「
我
』
に
基
く
所
の
外
道
の
教
學
と
何
等
異
る
所
は
な

い
事
と
な
る
。
加
之
、
ま
だ
之
を
佛
敏
の
敢
義
そ
の
も
の
、
上
に
徴
す
る
に
、
既
に
い
ふ
が
如
く
、
唯

師
な
く
し
て
猫
・
9
自
か
ら
畳
り
し
を
以
て
佛
陀
と
號
せ
ば
．
後
世
の
厨
謂
猫
畳
（
縁
畳
）
敏
の
「
濁
畳
」
と

我
敏
圭
佛
陀
の
「
佛
畳
」
と
は
、
そ
こ
に
そ
の
間
に
柳
か
の
三
遠
竜
な
き
事
と
な
る
で
は
な
い
か
。
　
さ

れ
ば
と
い
っ
て
、
師
あ
っ
て
と
な
ら
ば
、
現
に
講
師
の
宣
言
に
蓮
す
る
の
み
な
ら
ず
、
恐
く
は
、
聲
聞
敏

の
「
師
畳
」
と
我
「
佛
畳
」
と
は
、
全
然
等
し
き
事
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
若
し
そ
れ
筍
も
佛
敷
の

上
に
そ
乙
に
三
乗
の
別
を
認
め
、
果
と
し
て
そ
の
虚
数
そ
の
竜
の
に
寡
聞
畳
、
濁
畳
、
佛
畳
の
三
者
あ

り
ど
せ
ぱ
、
ど
う
し
π
と
て
、
佛
畳
の
内
容
で
あ
呈
し
所
の
吾
人
の
所
謂
『
成
道
我
」
は
、
理
と
し
て
．
他
』
を

排
忘
し
て
百
」
の
み
を
面
す
る
所
の
竜
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ね
と
同
時
に
、
ま
濃
「
我
」
の
外
に
「
他
あ
救
．

主
を
豪
し
て
以
て
そ
の
救
濟
を
仰
ぎ
、
そ
の
カ
に
よ
つ
て
成
道
し
た
竜
の
と
す
る
こ
と
は
出
來
澱
。

況
ん
や
、
大
乗
佛
敏
の
経
典
上
に
は
、
ま
だ
雨
箇
の
聖
敏
量
あ
る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
か
く
の
如

　
　
　
　
我
よ
り
見
た
る
薗
畳
数
と
救
濟
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遣
九
三
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哲
學
　
砺
　
究
　
　
第
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
囚

く
、
敏
主
の
自
畳
即
ぢ
「
成
道
我
」
は
、
既
に
そ
こ
に
爾
關
の
難
を
具
有
し
、
不
可
読
難
解
の
も
の
だ
る
に

除
せ
よ
、
此
「
成
道
我
」
乙
そ
、
正
さ
し
く
根
本
佛
敏
の
源
泉
に
し
て
、
嚢
だ
自
飯
浦
と
い
は
ず
、
救
濟
教
と

い
は
ず
、
佛
敏
教
理
の
根
底
操
る
已
上
は
、
導
入
は
こ
れ
よ
ウ
深
き
注
意
と
敬
震
の
心
と
を
以
て
、
充

分
に
そ
の
内
容
如
何
を
精
査
せ
ね
ば
な
ら
澱
。

　
吾
人
は
こ
れ
よ
り
繹
奪
の
「
目
黒
」
即
ち
「
成
道
我
」
の
内
容
を
精
査
す
べ
く
先
づ
「
自
」
「
他
」
の
意
義
を
考

察
せ
ね
ば
菰
ら
ぬ
。
「
自
」
と
い
へ
ば
、
世
聞
普
麺
一
般
に
は
「
他
」
に
指
す
る
か
、
或
ひ
は
然
ら
ず
ん
ば
、
「
他
」

を
否
定
せ
ね
ば
「
自
」
は
成
立
せ
漁
や
う
に
思
ふ
て
居
る
。
　
蓋
し
、
古
來
よ
ク
今
日
に
至
る
ま
で
、
繹
奪

の
自
畳
に
…
封
ず
る
考
察
の
根
本
的
誤
謬
は
、
恐
く
は
此
に
根
ざ
し
て
居
る
で
は
な
か
ら
う
か
。
先

づ
近
く
日
常
経
験
の
土
に
徴
す
る
竜
、
「
他
」
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
こ
に
「
自
」
竜
あ
ウ
、
「
他
」
が
絶
盤
に
な
く
て
、

「
自
」
の
み
あ
る
世
界
は
、
到
底
、
我
々
の
世
界
で
は
之
を
求
む
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
此
の
世
界
、

に
は
、
子
の
な
き
親
は
数
く
、
ま
二
親
の
な
き
子
は
何
れ
を
尋
ね
て
竜
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
と

い
ふ
て
、
そ
こ
に
世
界
そ
の
竜
の
に
、
外
的
に
子
の
世
界
、
親
の
世
界
と
二
つ
の
世
界
あ
る
か
と
い
ふ

に
、
決
し
て
か
㌧
る
二
つ
の
世
界
は
、
其
實
何
慮
に
竜
並
存
せ
滋
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
ま
だ
若
し

此
爾
界
が
融
通
せ
ず
、
親
の
世
界
と
子
の
世
界
と
が
常
に
封
立
し
て
居
る
聞
は
、
決
し
て
そ
こ
に
眞

實
の
親
子
の
世
界
は
成
立
せ
滋
の
で
あ
る
。
親
の
世
界
と
子
の
世
界
と
が
、
相
心
し
て
以
て
そ
≧
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に
唯
一
の
世
界
を
炭
ず
る
時
、
親
子
は
、
同
時
に
到
然
と
互
に
相
犯
さ
臓
差
別
の
曝
露
）
を
持
し
つ
、

眞
實
の
自
他
李
等
（
膣
）
の
世
界
を
成
立
し
、
且
つ
示
現
す
る
。
　
さ
れ
ば
、
親
の
世
界
は
、
反
っ
て
親
の
世

界
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
ず
、
子
は
子
の
世
界
の
う
ち
に
初
め
て
親
の
世
界
を
認
め
、
親
は
子
の
自
豊

の
う
ち
に
、
初
め
て
肖
己
の
翼
實
を
示
す
者
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
我
大
聖
繹
．
奪
の
自
畳
申
、
そ

の
嶋
自
」
と
い
ひ
、
「
他
」
と
い
ふ
の
は
、
實
に
か
く
の
如
き
意
味
を
有
す
る
に
あ
ら
ね
ば
、
樹
下
の
宜
言
は
．

雲
客
無
意
味
の
と
と
な
る
と
思
ふ
。
さ
れ
ば
、
繹
愈
に
あ
っ
て
は
、
「
β
と
い
へ
ど
竜
、
決
し
て
、
「
他
』
を

排
伍
し
π
竜
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
と
い
ふ
て
、
漫
聞
の
所
謂
、
自
他
面
立
の
從
厩
的
の
意
義
で
救

い
ε
は
、
既
に
、
「
蓄
電
」
の
「
猫
」
の
字
の
上
に
竜
一
見
明
か
で
あ
る
。
　
≧
の
、
と
は
、
既
に
『
阿
含
経
』
を
初
め

と
し
て
其
他
「
識
㌔
他
」
よ
参
考
察
し
π
る
四
種
の
「
作
」
の
形
式
を
踏
襲
批
早
し
て
以
て
．
龍
樹
が
『
中
論
』

の
上
に
開
雀
第
一
に
辮
讃
し
置
き
し
通
り
で
あ
る
。
然
参
而
し
て
、
今
そ
の
「
自
」
「
他
」
で
あ
る
。
若

し
此
の
百
」
の
意
義
に
し
て
、
之
が
進
み
進
で
菩
提
樹
下
の
糧
奪
の
如
く
、
第
一
人
稻
の
「
我
』
を
成
ず
る

時
は
、
「
他
」
は
、
必
ず
や
、
第
二
人
稽
の
「
汝
」
と
な
っ
て
「
我
」
の
う
ち
に
あ
ら
は
る
竜
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
此

「
汝
」
と
『
凝
し
と
は
、
響
き
に
い
ふ
所
の
「
自
」
と
「
他
」
と
の
關
係
よ
り
も
、
街
ほ
一
跨
粘
く
我
々
の
上
に
一
の
天

地
、
一
つ
の
官
界
を
論
ず
る
芝
と
な
る
。
是
に
至
っ
て
、
「
自
」
と
、
「
他
」
と
は
、
互
に
相
ひ
排
担
せ
ざ
る
ε

は
勿
論
．
正
さ
し
く
其
の
掛
歪
不
離
の
境
を
竜
超
越
し
て
、
そ
こ
に
初
て
翼
實
の
統
合
、
邸
ち
「
唯
ご
と

　
　
　
　
巽
よ
り
見
た
る
a
轟
四
教
と
救
濟
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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し
て
瞬
確
に
、
汝
」
と
「
我
」
と
を
完
成
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
　
思
ふ
に
大
聖
樹
下
の
成
佛
、
即
ち
我
教
主

の
「
成
道
我
G
は
、
實
に
此
「
汝
」
と
「
我
」
と
の
統
合
で
あ
っ
た
。
繹
奪
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
鮭
に
初
め
て

直
實
の
世
界
に
入
み
、
蚊
に
初
て
翼
實
我
を
道
の
上
に
成
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
眞
實
我

の
自
　
覚
は
、
決
し
て
全
然
「
汝
」
を
否
定
し
て
竜
成
立
せ
ね
ば
．
或
は
ま
π
之
を
肯
定
し
て
竜
成
立
せ
綴
。

い
は
讐
、
そ
こ
に
四
句
を
絶
す
る
。
何
と
な
れ
ば
翼
實
我
は
世
間
の
所
謂
自
他
算
氏
の
み
で
は
出

煙
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
は
望
、
自
地
区
に
眞
實
臼
畳
の
天
地
は
、
そ
の
何
れ
に
あ
っ
て

も
、
常
に
自
他
融
合
し
つ
、
而
か
竜
殿
重
に
自
他
の
個
別
を
失
は
諏
駈
の
「
汝
」
と
「
我
」
と
の
「
全
ご
で
あ
る
。

鑑
に
若
し
、
韻
事
を
し
て
、
心
理
撃
上
の
術
語
を
使
用
し
て
以
て
、
意
義
を
朋
か
に
す
る
と
を
許
す
な

ら
ば
、
今
い
ぶ
所
の
眞
實
我
は
「
主
我
」
で
あ
ウ
、
ま
π
門
客
車
」
で
な
け
臓
ば
な
ら
澱
。
曝
し
嚢
π
「
我
」
格
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
イ

憂
化
を
示
す
厨
の
文
法
上
の
術
語
を
尽
る
な
ら
ば
、
我
佛
敏
に
立
つ
る
所
の
「
我
」
と
は
、
實
遮
、
「
主
格
」
で

　
　
マ
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
イ

あ
う
、
「
所
有
格
」
で
あ
づ
、
嚢
π
「
目
的
格
』
で
あ
る
。
帥
ち
、
響
き
に
い
ふ
厨
の
「
汝
』
と
「
我
」
と
は
實
に
【
圭
格
」

で
あ
・
9
、
ま
た
目
的
格
」
で
あ
る
所
の
「
我
」
の
世
界
で
あ
る
。
然
る
に
、
世
間
で
は
・
「
我
」
と
い
ふ
と
、
す
ぐ

と
「
主
我
」
若
し
く
は
「
主
格
」
取
ム
切
ム
の
「
我
」
と
の
み
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ζ
れ
が
、
そ
竜
く

の
問
違
で
あ
る
。
若
し
「
我
」
が
「
主
格
し
若
し
く
は
「
主
格
」
固
定
の
我
で
あ
る
凍
ら
ば
、
我
佛
敏
の
「
我
」
は
既

に
い
ぶ
が
如
ぐ
常
に
排
隠
し
つ
＼
あ
る
所
の
「
外
道
我
」
と
、
そ
こ
に
何
の
異
る
所
な
き
こ
と
と
な
る
。
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果
し
て
薪
の
如
き
も
の
と
せ
ば
佛
敏
徒
が
素
生
彼
等
に
饗
し
て
．
自
己
の
藩
法
の
旗
印
た
る
三
法

印
の
一
と
し
て
誇
る
所
の
点
語
敏
の
「
無
殺
印
」
は
、
正
さ
に
何
に
よ
っ
て
か
成
立
す
べ
き
で
あ
る
か
。

交
法
上
、
我
格
に
は
、
「
ガ
」
、
「
ノ
」
、
「
ご
、
「
ヲ
」
の
鍵
「
化
が
あ
る
。
佛
敏
の
「
無
我
し
の
「
無
」
と
は
、
決
し
て
虚
無
の
義

で
は
な
く
し
て
、
「
有
」
の
固
我
に
甥
す
“
る
墾
化
を
総
懸
す
る
。
さ
れ
ば
『
泥
磐
経
』
に
は
空
の
浬
漿
を

ぱ
、
ま
た
「
大
我
翼
竜
い
ム
て
居
る
。
さ
れ
ば
と
い
ふ
て
外
遽
の
い
ぶ
や
う
な
固
定
し
π
「
普
遍
我
」
で

な
い
と
も
注
意
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
繊
。
い
は
Ψ
、
二
二
我
は
圭
格
、
所
有
格
、
目
的
格
と
、
そ
れ
ぞ
れ

潤
々
に
固
定
し
π
駈
の
我
で
は
な
く
、
ア
イ
、
マ
イ
．
ミ
ー
は
「
我
し
の
鍵
化
で
あ
少
、
そ
の
「
相
績
し
轄
礎
し
、

差
別
し
」
獲
化
し
行
く
そ
の
所
に
翼
實
我
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
諸
法
は
無
常
で
あ
る
、
一
切
は

流
る
る
。
そ
ζ
に
噸
念
圃
刹
那
も
止
ま
る
と
な
く
、
常
に
曲
流
し
持
病
し
行
く
そ
の
所
に
吾
人
は
、

「
我
」
の
眞
實
自
己
の
成
立
を
見
る
。

　
大
乗
佛
敏
の
皆
野
’
と
竜
い
は
る
所
の
龍
樹
の
敏
學
は
、
常
に
「
塞
不
可
得
』
の
原
理
に
背
き
て
居
る
。

窒
」
と
云
ム
乙
と
は
、
一
切
の
否
定
で
あ
る
。
　
一
切
の
否
定
と
い
ふ
そ
の
一
切
の
う
ち
に
は
、
勿
論
そ

の
『
空
」
と
い
ふ
ε
竜
含
で
居
る
。
こ
の
故
に
、
彼
は
ま
π
之
を
「
塞
塞
」
と
も
名
け
る
の
で
あ
る
。
世
間
、

否
定
の
否
定
程
そ
こ
に
大
肯
定
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
そ
の
龍
樹
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
我
を
ぱ
「
者
」
と

名
け
て
居
る
。
彼
が
断
し
て
「
者
』
を
塞
不
可
得
親
し
去
る
は
、
所
謂
、
固
定
の
「
者
」
で
あ
る
。
帥
ち
彼
は
、

　
　
　
　
我
よ
り
見
た
る
農
騰
敷
と
救
濟
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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そ
の
固
定
の
「
者
』
を
ば
『
申
論
』
で
は
、
作
者
、
受
者
、
本
住
の
三
者
に
分
析
し
て
以
て
一
々
之
が
不
可
得
塞

な
る
ε
を
立
国
し
π
。
か
く
の
如
く
、
塞
不
可
得
を
説
く
の
は
、
全
く
こ
れ
固
定
我
を
否
定
す
る
が

爲
め
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
否
定
は
や
が
て
其
裟
㌧
『
十
住
五
二
勝
論
』
に
は
、
大
肯
定
の
姿
を

と
つ
・
て
あ
ら
は
れ
疫
。
自
邸
が
、
そ
の
ま
、
「
是
故
年
常
念
」
の
「
我
』
と
し
て
龍
樹
の
救
濟
敏
は
そ
こ
に

何
等
の
矛
盾
な
し
に
創
立
せ
ら
れ
π
芝
で
あ
る
。
誠
に
、
翼
實
我
は
、
世
の
所
謂
外
道
我
の
如
き
竜

の
で
は
な
か
つ
だ
。
　
佛
敏
の
「
無
我
」
と
は
、
龍
樹
の
語
を
か
ら
＠
、
即
ち
本
番
我
な
く
作
者
な
く
、
受
者

な
き
の
意
で
あ
る
。
即
ち
翼
實
在
る
所
の
竜
の
は
、
主
格
即
ち
所
有
格
、
所
有
格
即
目
的
格
と
、
そ
れ

そ
れ
絶
え
ず
憂
化
ル
行
く
「
我
」
あ
る
の
み
で
あ
る
。
本
意
1
1
作
者
H
受
者
と
常
に
展
開
し
行
く
そ

の
所
に
佛
激
我
は
成
立
す
る
。
さ
れ
ば
に
や
、
無
署
世
親
も
、
亦
第
一
原
理
と
し
π
「
阿
墨
金
」
と
外
濫

我
等
と
は
全
然
そ
の
趣
を
異
に
す
る
と
を
明
か
す
べ
く
、
そ
乙
に
ま
た
「
自
相
」
と
「
因
相
』
と
『
果
相
」
と
の

三
相
を
説
き
示
し
π
。
衰
控
、
常
に
「
相
績
、
蒋
憂
、
差
別
し
と
談
じ
て
、
之
を
「
渥
流
」
帥
ち
「
流
る
＼
竜
の
」
と
見

た
の
で
あ
る
。
從
う
て
．
嚢
た
世
親
に
至
っ
て
は
、
龍
樹
の
「
者
」
の
天
地
は
、
之
を
迷
界
の
根
本
識
と
し

て
第
七
識
の
・
上
に
説
全
し
つ
、
第
八
阿
黎
耶
の
根
本
圭
槻
は
「
種
子
生
現
行
、
現
行
董
種
子
。
三
法

展
轄
、
因
果
同
時
」
と
談
ぜ
し
竜
、
畢
意
之
が
爲
め
で
あ
る
。
今
そ
の
世
襲
も
ま
た
龍
樹
と
同
じ
く
、
「
世

奪
我
一
心
」
と
、
「
我
」
の
上
に
『
雪
穴
牲
生
論
』
の
救
濟
教
を
成
立
す
る
に
至
つ
π
の
は
、
典
に
そ
の
揆
を
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一
に
し
て
居
る
。
要
す
る
に
、
羅
奪
と
い
は
ず
、
龍
樹
と
い
は
ず
、
世
親
と
い
は
ず
、
そ
の
間
を
通
貫
す

る
所
の
『
我
あ
歴
年
は
、
た
と
ひ
そ
の
名
を
墾
じ
、
空
事
そ
の
説
明
を
異
に
す
る
竜
．
畢
覧
す
る
に
、
「
無
我
」

は
「
我
」
の
否
定
で
竜
な
く
、
ま
た
肯
定
で
竜
な
く
、
少
く
と
竜
早
薬
敏
「
我
」
は
「
自
」
と
「
他
」
、
「
我
」
と
「
汝
」
と
の
統

合
全
一
で
あ
る
。
と
い
ふ
芝
に
醗
結
す
る
。
さ
れ
ば
そ
こ
に
、
「
自
畳
」
と
「
救
濟
」
と
は
何
等
の
矛
盾
な

き
の
み
か
、
此
の
二
つ
は
、
互
に
相
ひ
野
立
し
、
遊
離
し
て
以
て
算
置
激
の
世
界
を
成
立
す
る
。

　
言
う
て
、
今
そ
の
世
界
の
圭
人
公
は
、
「
自
」
で
も
あ
勇
、
ま
控
「
他
』
で
竜
あ
う
、
「
我
」
で
も
あ
ウ
ま
だ
「
汝
」
で

竜
あ
る
。
換
言
ぜ
ば
、
此
世
界
で
は
圭
格
は
主
格
と
し
て
、
そ
の
位
置
を
鹸
良
し
つ
㌧
然
か
竜
能
所

韓
換
虜
由
の
天
地
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
我
大
聖
羅
奪
が
菩
彊
樹
下
に
於
け
る
天
上
天
下
唯
我
猫

尊
の
「
我
」
の
宜
言
は
、
實
に
悉
多
太
子
が
初
あ
て
此
薗
由
の
玉
座
に
篤
き
給
ひ
し
時
の
瞬
び
で
あ
る
。

果
し
て
然
ら
ば
、
眞
實
我
、
帥
ち
我
佛
敷
所
説
の
良
畳
の
「
我
」
は
、
軍
藪
に
し
て
、
ま
π
常
に
「
汝
」
と
關
係
し
、

否
な
、
彼
此
互
に
相
抱
合
す
る
所
の
復
籔
「
我
」
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
我
大
聖
羅
奪
の
「
唯
我
濁
奪
」
の
「
我
』
は

い
ふ
ま
で
竜
な
く
、
寵
樹
の
『
我
敬
禮
」
の
「
銭
」
も
帯
親
の
「
我
一
心
」
の
心
竜
、
天
壼
の
「
垂
心
あ
「
心
」
も
、
賢
首
の

「
唯
心
」
の
「
心
」
も
、
或
は
ま
だ
善
導
の
『
汝
一
心
」
の
「
汝
」
等
竜
、
恐
く
は
、
「
我
」
と
し
て
は
常
に
そ
の
意
義
を
同
う

し
つ
、
あ
蚕
と
信
ず
る
。
思
ふ
に
、
小
乗
と
い
は
ず
、
大
乗
と
い
，
は
ず
、
若
し
仁
方
が
羅
奪
を
敏
主
と

す
る
智
識
は
、
そ
の
激
は
必
ず
、
教
圭
の
自
畳
の
原
泉
よ
勇
無
爵
し
、
一
切
の
長
呼
敏
は
恐
く
は
正
さ

　
　
　
　
我
よ
り
見
た
る
窃
蝿
教
と
救
濟
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
％
九
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に
論
述
し
歴
る
が
如
き
所
の
意
味
の
「
我
あ
上
に
成
立
す
る
ε
と
な
る
。
さ
れ
ば
、
我
佛
敷
、
少
く
と

竜
根
本
佛
敷
に
て
は
、
「
自
」
と
い
ぷ
も
、
「
他
」
と
い
ふ
も
、
或
は
ま
な
汝
」
と
い
ぶ
も
、
『
我
」
と
い
ふ
も
、
決
し
て

相
ひ
背
反
し
居
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
畢
覧
こ
れ
ら
は
こ
れ
倶
南
面
腱
同
一
の
存
在
關
係
の
上
に

成
立
し
て
居
る
。
乙
の
故
に
時
露
諸
縁
を
い
は
ず
、
そ
こ
に
眞
實
「
我
』
の
生
る
、
所
に
は
、
必
ず
、
ま
た

翼
實
「
汝
」
の
存
在
が
あ
る
。
從
っ
て
、
ま
た
「
汝
」
の
住
家
は
、
ま
π
必
ず
翼
實
「
我
」
の
住
家
に
し
て
、
我
等
ぱ
、

こ
乙
に
如
來
と
在
5
如
來
と
共
に
働
く
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
自
壁
敏
は
、
「
自
」
と
「
他
」
と
の
人
・
法
不

二
の
「
自
」
に
墓
き
、
救
濟
敏
は
「
我
」
と
「
汝
」
と
の
人
々
不
二
の
「
汝
」
に
基
く
の
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
佛
教

は
正
さ
し
く
我
大
聖
の
「
成
道
我
』
を
外
に
し
て
は
、
恐
く
は
他
に
之
を
求
む
る
こ
は
不
可
能
の
事
で

あ
φ
、
ま
π
不
合
理
の
事
と
思
ム
。

　
吾
入
は
、
最
後
に
重
ね
て
已
上
の
論
旨
を
経
典
の
上
に
立
脅
す
べ
く
左
に
何
人
竜
疑
ふ
こ
と
の

塵
地
な
き
原
始
経
典
帥
ち
『
難
阿
三
豊
』
四
四
第
七
巷
の
文
を
か
＼
げ
て
、
本
論
の
結
語
と
す
る
。

　
　
ク
ノ
キ
タ
マ
ヒ
キ
　
　
　
　
シ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ダ
カ
ヲ

　
如
レ
憂
我
聞
、
　
一
時
過
佳
二
野
毘
羅
聚
落
尼
蓮
藤
河
側
菩
提
樹
下
嚇
成
型
未
レ
久
。

　
　
ノ
　

リ
カ
ま
ジ
テ
ク
チ

　
爾
時
世
律
、
猫
馨
思
惟
作
二
是
念
ゆ
、

　
　
　
渉
　
　
セ
毛
ノ
ハ
ヂ
　
リ
　
　
　
　
　
　
シ
　
ル

　
　
「
不
恭
二
敬
嚇
者
、
則
爲
二
大
苦
↓
無
レ
有
二
次
序
℃

　
　
　
ク
ゆ
　

む
　
　
　
　
　
ペ
キ
　
　
ス
モ
ノ
ハ
ん
ア
　
チ
　
　
　
ニ
　
ケ

　
　
無
二
他
嵐
在
制
可
噂
喪
櫃
〔
者
、
期
於
鴫
天
義
購
有
レ
所
二
退
減
℃

　
　
レ
ハ
　
　
　
　
ρ
　
　
　
　
男

　
　
有
＝
所
恭
敬
嚇
有
二
次
序
ゆ
有
二
他
自
在
一
者
、
褐
二
安
樂
佐
崎



　
レ
六
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
レ
武
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落

有
二
所
恭
敬
嚇
有
二
次
序
噂
有
二
他
自
雀
噛
大
義
満
足
］

　
み
ク
　
　
ラ

復
作
二
是
念
一

　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
6
　
㎞
ソ
ー
プ
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竺
　
　
　
曽
プ
　
　
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
　
リ
　

「
唯
有
二
正
法
一
続
苫
我
動
顛
成
申
三
貌
三
盛
陀
上
者
、
義
営
γ
於
レ
彼
恭
徽
宗
重
、
離
日
供
養
、
依
レ
彼
三
二
諏
。
　
厨
以
者
何
、
過

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
テ
　
　
　

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
　
ニ
シ
テ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
　
　
　

コ

去
如
來
品
等
正
碓
、
亦
於
二
正
法
【
恭
敬
宗
重
、
塞
寮
供
養
、
依
レ
彼
而
佳
。
乱
逆
凍
世
如
凍
懸
等
正
畳
、
亦
於
二
正
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
旨
ジ
テ
ス

恭
敬
宗
重
、
牽
露
供
養
、
依
レ
彼
両
佳
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
リ
　
　
　
　
　
シ
テ
シ
テ
　
　
篇
シ
テ
　
ク

爾
蒔
、
娑
婆
世
界
雄
羊
天
王
、
知
二
世
卑
心
念
一
已
、
如
二
力
士
屈
挿
豊
頃
嚇
從
＝
梵
夫
繭
浪
、
住
晶
帯
蔚
陶
鍬
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
ノ
チ

「
遇
去
等
正
畳
　
及
未
來
露
華
　
現
左
佛
世
尊
　
能
除
二
衆
生
憂
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
篇
　
シ
テ
ス
　
　
　
キ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
一
切
恭
敬
法
　
　
依
二
正
法
一
聯
住
　
　
如
レ
是
恭
敬
者
　
　
是
期
諸
佛
法
」
　
（
完
）

、

6a7

我
よ
リ
見
た
る
貞
聾
藪
…
と
救
濟
…
歌

一
〇
一


